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自然をたいせつにし、美しいまちをつく ｜
りましよう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし ｜
よう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを ｜
つくりましょう

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう ！

思いやりのある、あたたかいまちをつく

りましよう
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交
通
災
害
共
済

へ
加
入
を

交
通
戦
争
…
ま
つ
た
く
い
や
な
言
葉

で
す
。
し
か
し
こ
の
言
葉
が
ぴ
っ
た
り

す
る
ほ
ど
交
通
事
故
は
増
え
る
一
方
で

す
。
こ
う
し
た
交
通
事
故
の
被
害
家
族

を
承
ん
な
で
助
け
合
い
明
る
い
市
民
生

活
を
守
ろ
う
と
す
る
の
が
交
通
災
害
共

済
制
度
で
す
。

交
通
災
害
共
済
制
度
は
市
民
の
方
が

た
に
わ
ず
か
な
会
費
（
大
人
、
５
０
０

円
・
中
学
生
以
下
、
３
０
０
円
）
で
会

員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
不
幸
に
も
交

通
事
故
に
あ
わ
れ
た
と
き
、
見
舞
金
を

贈
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
増
え
る
交
通
事
故
に
備
え

て
、
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
さ
れ
ま
す
よ

う
お
す
す
め
し
ま
す
。

申
込
象
は
、
市
民
相
談
室
へ

市
民
号
を
運
行

第
６
回
市
民
号
「
結
城
紬
と
益
子
焼

の
旅
」
を
、
月
茄
日
（
日
）
運
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

申
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
チ

ラ
シ
配
布
の
際
各
町
内
ご
と
に
受
付
け

ま
す
。詳
し
い
こ
と
は
追
っ
て
ご
連
絡
い
た

し
ま
す
。

Ⅲ
月
循
日

’
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‐
恒
例
の
「
高
萩
市
民
ま
つ
り
」
が
今

年
で
第
５
回
を
迎
え
７
月
湖
・
”
日
の

両
日
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
催
し
は
、

高
萩
市
観
光
協
会
が
主
催
で
「
郷
土
高

萩
の
認
識
を
深
め
、
明
る
い
住
み
よ
い

ま
ち
、
豊
か
な
市
民
の
こ
こ
ろ
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
市
民
総
参
加
の
も
と
に
高

萩
市
民
ま
つ
り
を
実
施
す
る
」
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
ま
す
。

今
年
も
「
高
萩
市
民
ば
や
し
」
の
お
ど

り
を
主
に
お
ど
り
コ
ー
ス
を
中
心
に
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
「
市
民
ば
や
し

」
の
お
ど
り
は
、
詔
日
午
後
６
時
巧
分

観
光
協
会
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
鼓
笛

隊
の
パ
レ
ー
ド
に
つ
づ
き
コ
ー
ス
を
一

周
し
、
同
７
時
加
分
「
か
が
り
火
」
点

火
と
と
も
に
「
市
民
ぱ
や
し
」
の
お
ど

り
が
開
始
さ
れ
コ
ー
ス
を
回
り
、
同
９

時
溺
分
終
了
と
な
り
ま
す
。

お
ど
り
は
簡
単
で
す
か
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
み
ん
な
そ
ろ

っ
て
お
ど
り
の
列
に
入
っ
て
「
高
萩
市

一

第5回
－

「
高
萩
市
民
ま
つ
り
」
を
実
施

７
月
配
・
幻
日

民
ま
つ
り
」
を
楽
し
ゑ
ま
し
よ
う
。
服

装
な
ど
は
ふ
だ
ん
着
で
十
分
で
す
。

ま
た
、
妬
・
”
日
の
両
日
に
は
各
町

内
に
よ
る
「
タ
ル
ミ
コ
シ
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
日
程

◎
溺
日
（
土
）
（
雨
天
順
延
）

「
市
民
ぱ
や
し
」
流
し
お
ど
り

午
後
６
時
よ
り
午
後
９
時
弧
分
ま
で

◎
郡
・
幻
日

「
タ
ル
ミ
コ
シ
」
各
町
内
実
施

市
民
ま
つ
り
撮
影
会

コ
ー
ス

お
ど
り
の
コ
ー
ス
は
図
の
と
お
り
で

左
回
り
に
行
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

途
中
で
お
ど
り
に
参
加
す
る
か
た
は

ど
こ
で
も
自
由
に
お
ど
り
に
参
加
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

車
の
進
入
、
駐
車
禁
止

図
の
と
お
り
配
日
の
午
後
６
時
か
ら

午
後
９
時
訓
分
ま
で
車
の
進
入
や
駐
車

一、

駐一

が
禁
止
に
な
り
ま
す
。
コ
ー
ス
内
な
ど

に
は
車
は
乗
り
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

パ
ス
に
つ
い
て
は
、
本
町
通
り
の
み
片

側
通
行
と
な
り
、
発
着
所
は
従
来
ど
お

り
で
す
。

方円を寄付295

松本基さん

松
本
さ
ん
（
市
内
下

君
田
）
に
は
、
中
央
公

民
館
や
学
校
な
ど
教
育

関
係
に
す
で
に
数
回
に

わ
た
り
多
額
の
寄
付
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
、
月

末
日
完
成
予
定
と
な
っ

て
い
る
市
民
体
育
館
へ

備
品
な
ど
の
費
用
に
役

立
た
せ
て
く
だ
さ
い
と

現
金
２
９
５
万
円
の
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

松
本
さ
ん
に
対
し
厚
く

（
ブ
〉

な
お
、
バ
ス
路
線
↑
ｌ
に
つ
い
て
の
駐

車
禁
止
な
ど
は
、
午
後
８
時
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
当
日
は
お
ど
り
終
了

（
９
時
訓
分
）
ま
で
駐
車
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

寄
贈

○
小
林
正
治
さ
ん
Ⅱ
本
町

市
営
野
球
場
へ
冷
蔵
庫
一
台

善
意
銀
行
へ

○
高
萩
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

会
費
の
残
金
１
９
，
０
０
０
円

○
弓
野
ホ
ン
ダ
モ
ー
タ
ー
Ⅱ
大
和
町

、

益
金
の
一
部
１
０
０
０
０
円

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。鰄

差
呈
忌

あ
、
ふ
と
う

’

Tb

｜

L一一 I

７
月
１
日
か
ら
自
動
二
輪
車
（
原
付

二
輪
車
も
含
む
）
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
を
義
務
づ
け
点
数
制
度
が
適
用
さ
れ

１
回
の
違
反
に
１
点
の
減
点
で
行
政
処

分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
同
乗
者
の
か
た
が
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
ら
な
か
っ
た
場
合
で
も
処
分

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

二
輪
車
を
運
転
（
同
乗
）
す
る
か
た

は
必
ら
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し

膀
生
員
ノ
。危

険
な
と
び
出
し

最
近
学
童
、
幼
児
の
車
の
直
前
、
直

後
の
横
断
や
、
車
の
直
前
の
と
び
出
し

事
故
か
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
の
特
徴
と
し
て
、
午

後
２
時
か
ら
午
後
６
時
の
間
、
土
曜
と

日
曜
、
自
宅
付
近
が
大
部
分
で
す
。

車
の
直
前
、
直
後
に
は
絶
対
に
と
び

出
さ
な
い
よ
う
に
、
特
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

ヘ

ノ
ー
ヘ
ル
は

減
点
１
点
に

あごひもつきの

ヘルメットを
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健
康
と
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
守
る

た
め
に
、
市
で
は
、
｜
公
害
対
策
室
を
設

け
、
公
害
の
実
態
調
査
や
未
然
防
止
の

た
め
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
初
め
と
し
て
公
害
の
定
義
を

送
り
ま
す
。
公
害
の
定
義
は
、
公
害
対

策
基
本
法
お
よ
び
高
萩
市
公
害
防
止
条

例
に
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
「
公
害
」

と
は
、
「
事
業
活
動
、
そ
の
他
の
人
の

活
動
に
伴
っ
て
生
ず
る
相
当
範
囲
に
わ

た
る
①
大
気
の
汚
染
、
②
水
質
の
汚
濁

（
水
質
以
外
の
水
の
状
態
‘
又
は
‐
水
底

の
底
質
が
悪
化
す
る
こ
と
を
含
む
）
③

土
壌
の
汚
染
、
④
騒
音
、
⑤
振
動
、
⑥

二
手
ロ
。
口
一
三
↑
“
・
竺
言
・
・
二
言
二
・
」
“
・
鄙
字
皇
，
。
垂
三
ロ
ロ
・
主
Ｆ
ｂ
Ｄ
皇
モ
コ
ロ
。
巳
室
．
亨
・
‐
ロ
一
三
“
ｑ
Ｌ
二
一
口
・
・
二
三
・
口
今
室
．
学
今
今
今
一
言
・
・
‐
・
三
一
・
・
今
皀
三
ｂ
・
・
一
一
．
宮
・
ロ
ロ
皇
三
一
・
・
・
口
三
皇
・
マ
．
三
国
帝
・
’
三
一
今
」
・
‐
三
一
・
・
・
・
一
二
・
口

咄
今
年
も
６
月
５
日
か
ら
ｎ
日
ま
で
環
境
週
間
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
生
岬

耐
活
環
境
を
守
る
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
「
公
害
」
に
つ
い
て
正
し
小

仙
い
知
識
を
持
ち
公
害
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
関
係
事
業
所
な
ど
州

叫
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
い
ま
あ
る
公
害
を
一
日
も
早
く
な
く
す
る
岬

い
よ
う
ご
協
力
を
願
い
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
と
り
あ
げ
ま
し
た
。 感

公
害
を
考
え
る
恥

垂
葬
擢
琴
『
罹
．
Ⅱ

鍵蕊尋』虻

雛

篝
鍵

F錘蕊燕

鴬
地
盤
の
沈
下
（
鉱
物
の
堀
採
の
た
め
の

土
地
の
堀
さ
く
に
よ
る
も
の
を
除
く
）

お
よ
び
⑦
悪
臭
に
よ
っ
て
人
の
健
康
叉

は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
こ

と
を
「
公
害
」
と
定
義
づ
け
て
い
ま
す
。

蛸
年
１
年
間
に
、
市
で
扱
っ
た
公
害

の
数
は
全
部
で
調
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。

こ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
大
気
汚
染
（
粉
じ
ん
、
ば
い
煙
）

に
よ
る
も
４
件

②
水
質
汚
濁
に
よ
る
も
の
６
件

蕊
鍵
鶴
鍵
鱗
鍵
鋳
鱗
鱗

蛆
年
度
公
害
問
題
は
朋
件

水質汚濁の調査をする

し
た
気
の
く
ば
り
方
で
す
ぐ
に
改
善
さ
、
ミ
、
ミ
、
、
ミ
ミ
ミ
、
ミ
、
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
、
、
ミ
、
ミ
ミ
、
、
、
ミ
、
、
ミ
、
ミ
ミ
、
、
、
き
、
、
ミ
、
ミ
ミ
、
、
ミ
ミ
、
ミ
ミ
、
、
き
、
ミ
、

〃

／

れ
る
事
例
が
多
い
よ
う
で
す
。
悪
臭
に
〃
唖

あ
な
た
の
ご
意
見
を
ど
う
ぞ
“

ノノ

つ
い
て
は
、
家
庭
用
し
尿
浄
化
槽
、
家
〃
伽

畜
な
ど
の
管
理
上
の
不
備
に
よ
る
も
の
》
豊
か
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
あ
な
た
の
意
見
を
市
政
に
反
州

“
澤
封
礦
緯
割
痙
鑑
唖
↓
祷
勢
嘩
唾
恥
へ
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
市
政
に
関
連
し
て
の
質
問
、
要
望
、
意
見
な
ど
を
お
寄
勿ノノ

る
も
の
で
す
。
”
せ
く
だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
投
書
に
は
か
な
ら
ず
、
住
所
吻勿

当
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
昭
和
始
年
〉
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
て
先
は
市
長
室
広
報
広
聴
係
で
す
。
〃

／

〃

よ
り
市
民
の
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
ｖ
ミ
、
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
、
ミ
ミ
ミ
、
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
、
ミ
、
ミ
ミ
、

旧
件
は
解
決

て
い
る
も
の
は
そ
の
主
な
る
も
の
と
し

て
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
水
質
、
大
気

等
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
の
ち
ょ
っ
と

③
騒
音
．
振
動
に
よ
る
も
の
７
件

④
悪
臭
に
よ
る
も
の
７
件

⑤
廃
棄
物
に
よ
る
も
の
２
件

⑥
そ
の
他
３
件

こ
れ
ら
”
件
の
う
ち
、
巧
件
は
昨
年

の
う
ち
に
解
決
し
ま
し
た
が
、
残
る
皿

件
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
問
題
が
持
ち

越
し
に
な
っ
て
市
や
県
、
保
健
所
が
中

心
に
な
っ
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

公
害
件
数
は
、
公
害
現
象
が
重
複
し

百辞典

環境基準

人の健康や生活環境を保護するた

めに「維持されることが望ましい基

準」として国が定めた行政の目標値

である。現在、大気汚染、水質汚濁

騒音につ､｣て定められている。

排出基準

大気はボイラーなどばい煙発生施

設ごとに、水質は事業所の排出口、

騒音は境界線でそれぞれ守らなけれ

ばならない基準（許容限度）を定め

たものである。

シ
市
内
の
公
害
に
関
す
る
調
査
、
監
視
観

測
、
検
査
測
定
を
衛
生
課
公
害
対
策
室

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
水
質
汚
濁
を
調
べ
る
も
の

①
分
光
光
度
計
②
Ｐ
Ｈ
測
定
器

③
そ
の
他
（
Ｄ
Ｂ
Ｏ
な
ど
）
測
定
器

◎
大
気
汚
染
を
調
べ
る
も
の

①
粉
じ
ん
採
取
器
（
〈
イ
ボ
リ
ウ
ム

エ
ア
ー
サ
ン
プ
ラ
ー
）

◎
騒
音
・
振
動
を
調
べ
る
も
の

騒
音
計
、
振
動
計

◎
悪
臭
を
調
べ
る
も
の

ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

こ
の
ほ
か
、
公
害
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

一
台
を
利
用
し
公
害
に
対
処
し
て
い
ま

す
。

ア
メ
リ
ヵ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
体
長
３

伽
位
の
毛
虫
で
、
年
２
回
発
生
し
ま
す

１
回
目
は
、
６
月
中
旬
か
ら
下
旬
、
２

回
目
は
８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
で
お

も
に
サ
ク
ラ
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
カ
キ
、
ク

ワ
、
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
葉
を
食
べ
ま
す
。

幼
虫
は
卵
か
ら
か
え
る
と
絹
網
を
は

り
、
巣
を
作
っ
て
群
棲
し
て
お
り
、
、

日
か
ら
哩
日
す
ぎ
る
と
分
散
し
被
害
を

与
え
ま
す
の
で
、
駆
除
は
幼
虫
が
集
団

で
い
る
と
き
ゞ
こ
の
巣
を
と
り
焼
き
す

て
る
こ
と
が
、
最
も
効
果
的
で
す
。

分
散
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
デ
イ
プ

テ
ヅ
ク
ス
（
Ｄ
Ｅ
Ｐ
）
ま
た
は
、
デ
ス

・
ホ
ス
ピ
ッ
ト
（
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
）
乳
剤
を

一
千
倍
に
う
す
め
て
噴
霧
し
ま
す
。

も
し
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
が
発
生

し
ま
し
た
ら
早
め
に
市
農
林
課
（
内
線

２
６
２
番
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

幼虫

を退治

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

一

一
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夏
は
子
ど
も
の
水
あ
そ
び
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
子
ど
も
は
喜
び
い
さ
ん
で
海
や

川
へ
出
か
け
ま
す
。

◎
子
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め

次
の
こ
と
を
必
ず
守
り
ま
し
よ
う
。

○
危
険
な
と
こ
ろ
を
教
え
て
絶
対
に

行
か
せ
な
い
。

○
水
あ
そ
び
、
魚
と
り
は
、
ひ
と
り

で
行
か
せ
な
い
。

○
よ
く
知
ら
な
い
場
所
で
は
泳
が
せ

な
い
。○
か
ら
だ
の
調
子
が
悪
い
と
き
は
行

か
せ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
守
り
水
の
事
故

か
ら
子
ど
も
を
守
り
ま
し
よ
う
。

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
す

本
年
度
は
、
青
少
年
の
非
行
が
依
然

と
し
て
、
あ
と
を
た
た
な
い
の
で
地
域

住
民
が
連
帯
し
て
非
行
を
誘
発
す
る
原

今
年
も
７
月
１
日
か
ら
１
カ
月
間
に
因
を
と
り
の
ぞ
く
活
動
を
積
極
的
に
、

わ
た
っ
て
、
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

動
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
点
目
標

こ
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
「
地
域
住
民
の
連
帯
に
よ
る
青
少
年
の

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
非
行
防
止
」
で
み
ん
な
で
明
る
い
ま
ち

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

７
月
１
日
よ
り

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
を
実
施

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

水
の
事
故
か
ら
〃

子
ど
も
を
守
ろ
う

二
一
呂
・
マ
ニ
ー
】
】
，
・
・
・
二
二
・
・
・
“
二
二
』
・
・
ｑ
ロ
一
一
二
”
ロ
》
・
二
一
一
一
■
・
・
・
二
幸
・
・
ロ
ロ
ニ
ニ
』
・
・
“
，
一
三
一
傍
“
・
・
二
毬
二
一
・
口
ロ
・
二
字
・
・
・
二
一
▽
・
・
・
↓
三
一
Ｐ
・
・
・
二
】
』
一
・
”
▽
Ｄ
二
・
彗
阜
・
・
・
一
二
一

青
少
年
が
の
び
の
び
と
育
つ
に
は

○
家
庭
で
、
職
場
で
の
あ
た
た
か
い
対

話
と
配
慮
、
地
域
で
は
さ
わ
や
か
な
愛

情
の
あ
る
環
境
そ
し
て
、
青
少
年
の

明
る
い
成
長
を
助
け
、
見
守
り
、
育
て

ま
し
よ
う
。

三

唾爵ホ
蕊内 ／

ｰ

識鶴
命

F』?

ff 沖『F』戦『

前
一
際
白
く
見
え
る
波
頭
は
、
大
州

咲
浪
で
あ
ろ
う
か
。

三
一
口
ロ
．
’
乏
罠
・
口
堂
．
亨
・
・
口
三
甲
・
・
。
，
三
一
．
ｏ
舎
・
三
』
一
・
皇
ロ
自
学
．
‐
・
一
二
寺
ロ
ロ
」
三
一
今
・
・
、
毛
写
マ
ニ
言
・
・
・
・
一
三
・
口
・
当
二
・
‐
マ
邑
二
ｑ
Ｄ
ｐ
“
三
一
・
・
マ
マ
三
一
・
・
・
・
一
三
・
・
・
三
画
一
・
・
・
口
三
一
口

伊
藤
竜
馬
さ
ん
Ⅱ
写
真
Ｉ
は
、
現
在
仙

北
茨
城
高
校
美
術
講
師
と
し
て
勤
め
、
岬

そ
の
か
た
わ
ら
市
中
央
公
民
館
の
絵
画
州

講
座
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

今
月
号
か
ら
伊
藤
さ
ん
に
、
”
市
内
ス
”

ケ
ッ
チ
に
よ
る
郷
土
を
作
品
と
共
に
紹
州

介
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
恥

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ
く

読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
よ
う
。

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
も
え

や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で
は
遊
ば
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
風
の
強
い
と
き
は
花
火
遊
び
を
や
め

ま
し
よ
う
。

④
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
よ
う
。

⑤
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
吹
出
し
、
打
上
げ
な
ど
筒
物
花
火
は

途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒
を
の
ぞ
い

浜

楽
し
い
花
火
は

正
し
い
使
い
方
で

夏
を
迎
え
た
海
は
う
ね
り
哨

冑
く
、
岬
の
は
る
か
沖
合
い
に

Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｉ

梅
雨
の
晴
れ
間
を
ゑ
て
、
海

岸
に
出
て
み
た
。

雪
辱
ロ
Ⅲ

／一､

市
長
杯
出
場
チ
ー
ム
募
集

第
３
回
市
長
杯
軟
式
野
球
大
会
の
出

場
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

○
期
日
９
月
皿
、
妬
、
型
、
型
日

準
、
決
勝
戦
は

、
月
、
日

○
会
場
市
営
野
球
場
、
高
浜
グ
ラ
ン
ド
、
Ｋ

Ｄ
Ｄ
、
高
萩
工
業
高
校
、
秋
山
中
の

各
会
場
、

○
申
込
方
法

一
チ
ー
ム
お
名
以
内
と
し
、
市
内
居

住
者
、
又
は
市
内
勤
務
の
者
（
学
生

は
の
ぞ
く
）
で
申
込
金
一
チ
ー
ム
３

，
０
０
０
円
を
添
え
７
月
剖
日
ま
で

な
お
、
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ

三

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

一

一

一

一

一

一

一

一

一

』

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

⑦
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
つ

け
る
こ
と
は
危
険
で
す
。

⑨
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危
険

な
の
で
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ピ

最
近
、
松
の
枯
枝
が
め
だ
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
松
く
い
虫
の
一
種
”
マ

ッ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
唾
が
マ
ッ
ノ
ザ

イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
１
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
に
も
ぶ
た
な
い
小
さ
な
線
虫
を
羽
根

の
裏
側
や
気
門
に
付
着
さ
せ
て
、
元
気

な
松
の
新
芽
や
小
枝
な
ど
を
か
じ
っ
て

２
１
３
か
月
で
松
を
完
全
に
枯
し
て
し

ま
い
ま
す
。

○
防
除
の
方

マ
ヅ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ユ
ウ
は
、
マ
ッ
ノ

マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
っ
て
運
ば
れ
ま

す
の
で
、
こ
の
”
運
び
屋
鯉
で
あ
る
マ

ッ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
を
徹
底
的
に
駆

除
す
る
こ
と
で
す
。

○
予
防
成
虫
駆
除

前
年
枯
れ
た
松
か
ら
マ
ダ
ラ
カ
ミ

キ
リ
の
成
虫
が
と
び
だ
し
た
頃
に

薬
剤
を
散
布
し
ま
す
。

予
防
適
期
６
月
上
旬
’
７
月
上
旬

予
防
薬
剤
・
ス
ミ
チ
オ
ン
系
乳
剤

（
Ｍ
Ｅ
Ｐ
十
Ｅ
Ｄ
Ｐ
）
、
ｌ
加
倍

液 あ
な
た
の
松
も

ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す

松
く
い
虫
を
防
除
し
ま
し
ょ
う

蟻
蕊
《
蕊
》
一
一

…

礎
; ：

マツノマダラカミキリの成虫
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青少年相談員委囑
昭和50年度の高萩市青少年相談員を委嘱しました。

青少年センターでは青少年の健全育成と環境の浄化を図るた

め街頭補導などの活動を行なっております。青少年についての

相談は青少年センター（市教育委員会内） 、 または下記地区担

当相談員を活用され、少しでも非行防止にご協力ください。

昭和50年高萩市青少年相談員
雄ざ
物の
⑭

氏
一
蛭
北
柴
大
車

担当地区

大和町

春日町

本 町

高萩小

本 町

高萩高校

安良川

本 町

台高萩

石 滝

高萩工高

石 ． 滝

本 町

島 名

倖 所

大和町2－10

春日町1－3

本町1－57

有明町1-153

本町1－56

北茨城市華川町618-1

安良川114

本町3－30

高萩195

安良川664

上手綱1468

石滝504

本町1－26

島名1514

秋山3044

北茨城市中郷町足洗550

高萩461

秋山1312

島名1183

秋山489

島名2292

高萩891-4

中戸川603

秋山2163

大能824

上手綱9O

高浜町1－72

高浜町3-104

高戸1025

東本町1－61

高戸130

上手綱613

赤浜776-2

東本町1－78

高浜町3－59

有明町3－87

日立市小木津町813

有明町1－43

東本町3－71

上手綱3404

上手綱661

上手綱2888-2

下手綱43

下手綱623

高浜町3-104

北茨城市関本町2018

下君田1828

若栗

横川246

上君田248

安

高
安

島

名

田 通

村勇太郎

田智男

越清司

和 蔵

口万寿美

成大治

矢 勉

田 香

美 忠

長貞之

田正文
4斗T 可斗『 一

オオマツヨイグサ (アカバナ科）

夏
の
夕
方
、
真
黄
色
の
大
ぶ
り
の
四
弁
花
が
、
川
原

や
海
岸
の
草
原
、
鉄
道
沿
線
な
ど
に
見
ら
れ
、
普
通
、

ツ
キ
ミ
ソ
ゥ
（
月
見
草
）
と
い
っ
て
い
る
種
類
で
す
。

オ
オ
マ
ッ
ョ
イ
グ
サ
は
、
明
治
初
年
に
北
ア
メ
リ
カ

か
ら
帰
化
し
た
も
の
で
、
日
本
全
土
に
広
が
り
、
詩
情

を
深
め
て
く
れ
た
外
国
産
の
野
生
植
物
で
す
。

最
近
、
そ
れ
が
明
治
後
期
同
じ
く
北
ア
メ
リ
カ
か
ら

は
い
っ
て
き
た
ア
レ
チ
マ
ッ
ョ
イ
グ
サ
（
花
が
小
さ
く

色
が
う
す
い
）
の
勢
い
が
強
く
な
り
、
オ
オ
マ
ッ
ョ
イ

グ
サ
が
追
い
出
さ
れ
る
か
つ
こ
う
で
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

ツ
キ
ミ
ソ
ウ
と
か
、
ヨ
イ
マ
チ
グ
サ
と
い
わ
れ
、
私

た
ち
の
生
活
の
中
に
は
い
っ
て
き
て
い
る
こ
の
花
を
大

事
に
保
護
し
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

花
貫
川
河
口
付
近
か
ら
伊
吹
山
に
か
け
て
は
す
ば
ら

し
い
群
落
が
残
っ
て
い
ま
す
が
ア
レ
チ
マ
ッ
ョ
イ
グ
サ

が
は
い
っ
て
き
て
い
る
の
が
心
配
で
す
。

山口万寿美 北

吉成大治

征矢 勉本

柴田 香
宇佐美 忠

神長貞之 上

柴田正文石

谷地功一本

大高通幹 島

佐川真一秋

鈴木正次 北

沼田 朝 高

坂本富哉秋

時崎 一
仲田 卓秋

根本 昇 島

臼井 進高

菊地茂明 中

沼田 貢 秋

佐川好男大

茂又成徳上

須田勝好 高

鈴木朝夫高

大森・登茂子 高

大友一衛東

柴田 薫高

松本寿夫上

鈴木 栄赤

中村五郎 東

佐藤 弘高

佐藤たみ子有佐藤

A
」

､

ｰ

’
I

秋 山

秋山小

秋一 山

秋 山

島 名

秋 山

島 名

駒木原

中戸川

秋 山

大 能

秋山中

有明町

高浜町

高 戸

東本町

高 戸

東 小

赤 、浜
東本町

高浜町

有明町

高萩中

有明町

東本町

上手綱

上手綱

関 口

松岡中

下手綱

松岡小
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国民健康保険税は

このようにして計算されます

匡|民健康保険事業の費用は国保税と国・県の補助金等に

よってまかなわれます。保険税は、その年の医療費（被保

険者が医療機関にかかることによって市が負担する費用）

の見込額をもとにして課税する総額を定め、 これを所得割

額、資産割額、被保険者均等割額、世帯別平均割額の4つ

の要素にあん分して賦課されます。

○税額およびあん分税率
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○納税通知書は年2回発送されます

国民健康保険税は毎年賦課期日（4月1日）現在で計算さ

れますが実際には課税の対象となる前年中（49年）の総所

得金額はこの時期には確定しておりません。

そこで次の方法により暫定賦課（仮決定）し、確定（本

算定賦課）後に更正するため年2回に分けて通知書を発送
1十手

L／ユ，。

年度

4 9

5 0

所得割額

4，6

100

5．6
h－一一一一一一一一一一

100

39．0

100

均等割額

(1人につき）
2,290円

2,740円

平等割額

(1世帯当り）
3,720円

4,480円


